
   

「付けたい力」を明確にした授業づくりを行いましょう！ 

今回は、第３学年及び第４学年「読むこと」C（１）アの指導事項をもとにした授業 
づくりについてお届けします。今後の授業づくりの参考にしていただければと思います。 
 
【例：第３学年「すがたをかえる大豆」光村図書 「国語３上」】 
☆学習指導要領解説を詳しく見てみましょう！（P１０８～１０９） 
（例）〇構造と内容の把握（説明的な文章）※第３学年及び第４学年の「読むこと」C（１）ア 
  
 
 
 
   
  
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  授業力向上のための要請訪問があります！ぜひ、活用してみてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１０ 
令和５年１２月１日 
 奥能登教育事務所 

 指導課 石尾 

 

奥能登通信 

第３学年及び第４学年
では、「考え（＝筆者
の考え）とそれを支え
る理由や事例との関
係」について叙述を基
に捉える力を付けてい
きます！ 

第３学年及び第４学年「読むこ
と」C（１）アで求めているの
は、ここです。 
書き手の考え＝筆者の考えで
す。「すがたをかえる大豆」では
「どのような理由によって説明さ
れているのか、どのような事例に
よって具体化されているのか」に
関わる部分が「中」の部分です。 
つまり、「中」に書かれているこ
とが筆者の考えと繋がっているこ
とを捉える必要があります。 
→次ページに具体的な改善事例を
示しています。 

国語科 

授業力向上の要請訪問とは？どんなことができるの？ 
・先生方の困り感やニーズに応じた内容で行います。 

・内容の詳細や回数は，訪問担当指導主事までご相談ください。 

（内容の例） 

 

 

 

 

【例① だけでなく、例②・例③等の要請もできます。例②のみも可能です。】 

※申し込み方法・指導案の形式等、詳細は『学校訪問計画書 P９』をご確認ください。 

例② 

指導主事と授業者で授業構想

（指導案作り）を行う。 

例① 

研究授業を実施し、指導主事と授

業者のみで整理会を行う。 

例③ 

例②で作成した指導案をもとに、

授業を実施し、整理会を行う。 

お知らせ 



令和５年度「基礎学力調査」―分析・考察と指導事例― P１１より 

 

☆具体的な授業場面で考えてみましょう！ 
文章全体の構造を捉える際、どのような理由や事例が「中」のまとまりに 

書かれているのかを捉える指導にとどまり、その理由や事例と筆者の考えとの 

関係を捉える指導にまで至っていないことが考えられる。 

     令和５年度「基礎学力調査」―分析・考察と指導事例― P１０より 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイントは
ここにありそうだね！ 

 

ここを外さずに課題を設定することが大切です。 

第３学年及び第４
学年の指導事項で
ねらっているのは
ここです。 

第１学年及び第２学
年の指導事項です。 
＝C評価 

つまずいている児童の
想定です。下の教師の
働きかけを参考にしま
しょう。 

ここを先生が意識し
て働きかけることが
必要です。 

叙述を基に考えてい
ることがGood！ 

「分かりやすい」で
終わってはC評価。 

ここを「問い返す」
ことが必要です。 

疑問を教師と
だけではなく
友達と解決し
ていけると
Good！ 

時間・事柄の順序に
注目するのみだと第
１学年及び第２学年
の指導事項の内容 
＝C評価 

第３学年及び第４学
年の指導事項ではこ
こが必要です。 

「中」と「はじめ」、「中(説明の工夫)」と「お
わり(筆者の考え)」の結び付きを捉える。 
＝段落相互の関係が捉えられてB評価 

説明の工夫を理解すること
で終わってしまう。＝C評価 


